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野の花と風薫る郷から

広報 彙 もリ
V 予防接種法が改正され、今年10月 1日 からインフルエンザの

予防接種は、任意の接種となりました。

これによつて、毎年町で実施していた集団接種はな くなりま

す。接種希望者は、かかりつけの病院で接種してください。

燎販翡合国駆塑肉団謳嗜

国民健康保険は社会保険や共済保険な

どの各種医療保険制度に加入していない

方は必ず加入しなければならない制度で

す。したがって会社を辞めたり、新たに

会社に勤めたりする場合などは、役場の

国保窓口か各出張所に届出をしてくださ

い。加入が遅れると、さかのばって保険

税がかかります。そのほか、世帯全部や

世帯員が転入、転出、出生、死亡した場

合も届出をしてください。

¶口願頂になり自暖L
国民健康保険加入者が出産したときは

届けてください。30万円が支給されます。

妊娠 4カ 月以上であれば、流産などの場

合でも支給されます。また、入院時の食

事の患者負担額が 1日 600円 になりました。

ただ し、町民税非課税世帯で減額認定申

請をした場合や、老人医療の入院時一部

負担金減額認定を受けている方はそれぞ

れ減額 されます。

届出には印鑑 と各種の証明が必要です。

詳 しいことは国民健康保険係までどうぞ。
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温泉館正面

秋も終わりの11月 10日  みなさんお待ちか

ねの「高森温泉館」がオープンしました。

建物は和風大屋根造リー部三階建ての1964市。

遠<からも良<見える大きな建物です。

湯量は毎分250リ ットルと豊富。泉質はアル

カリ性単純温泉で、他にも誇れる素晴らしい

温泉です。

温泉館ロビー

人□の動き
(11月 1日〕:見在)

世帯数 2,539(+7)
男  3,927(+5)
女  4,251(+7)

総 数 8,178(+12)

健
康
な
生
活
は
み
ん
な
の
願
い
。
日
頃
か
ら
健
康
な
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
に
体
力
づ
く

り
な
ど
、
健
康
づ
く
り
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
み
ん
な
で
保
険
税

を
出
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
昭
和
１３
年

に
で
き
た

「助
け
合
い
」
の
制
度
で
す
。
み
ん
な
で
健
康
保
険
を
支
え
ま
し
よ
う
。
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町
職
員
人
事
異
動

（十

一
月

百

）

■
水
資
源
対
策
課
維
持
管
理
係
長

長
尾
和
博

（同
課
管
理
係
長
）

■
企
画
課
温
泉
管
理
係
長
　
色
見

隆
夫

（水
資
源
対
策
課
　
維
持
係

長
）
■
総
務
課
管
財
係
白
石

一
弘

（税
務
課
国
民
健
康
保
険
係
）

先
月
号
記
事
の
お
詫
び
と
訂
正

先
月
十

一
月
号
ニ
ペ
ー
ジ
下
段

の
色
見
熊
の
座
神
社
秋
祭
り
の
記

事
の
中
で
、
昭
和
二
十
八
年
の
水

害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
道
路
北

側
に
復
旧
さ
れ
た
の
は
、
社
殿
で

は
な
く
、
「兜
石
」
の
誤
り
で
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
前
に
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、

こ
の
広
報
は
毎
月
二
千
二
百
五
十

部
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
内
五
百

十

一
部
を
町
外
に
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
そ
の
方
々
か
ら

「高
森
が

益
々
発
展
し
て
い
る
様
子
や
、色
々

な
情
報
が
入
り
と
っ
て
も
懐
か
し

い
」
な
ど
の
お
便
り
を
い
た
だ
き

ま
す
。

正
月
は
帰
郷
さ
れ
、
先
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「高
森
温
泉
館
」
に
ゆ
っ

く
り
つ
か
っ
て
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

（年
末

・
年
始
の
開
館
日
は
３
ペ
ー

ジ
の
欄
外
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

躙厖蜃
喘
．

インフルエンザの予防接種が任意になりました
おめでた

甲斐 竜斗ちゃん 輝 彦

(下 町)10・ 20生  まゆみ

/後藤 昌喜 上色見・前原
春ヽ日 美香 蘇  陽 町

=
月置λ の 灯

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉安藤ウブ子 、岩下カメ子

■広報送料寄付
平岡 健 (千葉県松戸市)、 古澤昭二郎
(熊本市)、 原 昭雄 (神奈川県横浜市)

さんの長女

(敬称略)

10・ 20

(敬称略 )

彬

颯

(1994.10月 受付分)

さんの二男

さんの二男

さんの二男

さんの二女

さんの二女

さんの長女

さんの二女

さんの長男

おくやみ
もうしあげます

野尻 めぐちゃん

(上 在)9・ 23生

田上 将吾ちゃん

(岨 通)10・ 6生

田上 雄規ちゃん

( 森 )10・ 7生

本田 真樹ちゃん

(矢津田)10・ 10生

東 真理子ちゃん
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保
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広

麗

盛

由

裕

美

秀

春

幸

し

治

優

憲

和

重

逸

赤 ち ゃ ん

たんじょう

(御遺族)

杉永 竹範
安藤ウブ子
岩下 アリ
内田 ソエ

(死 亡者)(年齢)

杉永フミコ 80
安藤 良- 71
岩下  止 76
野尻サツキ 84

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
土
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

編

集

後

記
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国
民
年
金
、
厚
生
午
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十
二
月
二
十
六
日
（月
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
中
会
議
室

モ

シ

モ

シ

エ

イ

ズ

情

報

二
十
四
時
間
、
電
話
を
通
し
て

エ
イ
ズ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

雪
０
９
６

・
３
８
５

。
７
０
０
０

各
保
健
所
で
は
匿
名
で
相
談
、
検

査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

雷
０
９
６

。
３
８
５

・
３
３
０
０

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
電

話
で
曜
日
毎
に
色
々
な
健
康
の
話

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（月
）
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
保
険
給
付

制
限

（火
）
潰
瘍
性
大
腸
炎

（水
）

お
餅
が
喉
に
つ
ま

っ
た
ら

（木
）

今
、
噛
め
な
い
子
が
増
え
て
い
る

（金
）睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（土

・

日
）
お
酒
の
じ
ょ
う
ず
な
飲
み
方

＊
十
二
月
二
十
八
日
か
ら

一
月
三

日
ま
で
は
、
「お
餅
が
喉
に
つ
ま
っ

た
ら
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
販
売
事
務
講
習
会

□
と
　
き
　
平
成
７
年
１
月
６
日

か
ら
２
月
１３
日
の
月
、
火
、
木
、

金
の
２１
日
間
と
３
月
８
、
９
、

１０

日
ワ
ー
プ

ロ
講
座
３
日
間

□
講
習
受
付
　
１２
月
１
日
か
ら
２

日
の
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
医
療
事
務
講
習
会

□
と
　
き
　
平
成
７
年
１
月
２７
日

か
ら
３
月
１５
日
の
月
、
水
、
金

□
講
習
受
付
　
１２
月
１９
日
か
ら
２０

日
の
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

◎
講
習
時
間
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

は
、
熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
の
７

熊
本
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
熊

本
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

８
０
９
６

・
３
５
４

・
２
３
０
１

町
の
移
動
図
書
の

巡
回
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十
二
月
十
三
日

（火
）

草
部
出
張
所
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ

Ａ

草

北
Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所
１３
時
～
１３
時
半

Ｊ

Ａ

河

原
１４
時
～
１４
時
半

十
二
月
十
四
日

（水
）

Ｊ

Ａ

色

見
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
上
色
見
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地

１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
ぬ
時
半
～
１４
時

須

坂

団

地
１４
時
～
１４
時
半

工
事
名
　
前
原

ｏ
日
ノ
尾
峠
線

橋
梁
新
設
工
事

工
　
期
　
六
年
十

一
月

一
日
か
ら

七
年
二
月
十
日
ま
で

金
　
額

　

一
千
四
百
二
十
万

八
千
八
百
五
十
円

請
負
業
者
名
　
闘

石

原

建

設

工
事
名
　
片
山
地
区
簡
易
水
道

施
設
整
備
工
事

工
　
期
　
六
年
十

一
月
十
七
日
か

ら
七
年

一
月
三
十

一
日

ま
で

金
　
額
　
六
百
五
十
九
万
三
千
円

請
負
業
者
名
　
飯
塚
電
機
工
業
閉

る

圭「

祐吉

さ

ん

09

今の仕事は外回 りの営業で、毎 日お客

様の所にお じゃましています。営業の基

本はお客様 との接 し方の善 し悪しにある

と思います。やっば り誠心誠意が一番大

切なことで しょうか。仕事がら、残務に

夜遅 くまでかかることもありますが、責

任感を持って頑張 りたい と思います。

休みの 日は ドライブや職場の野球部な

どで身も心もリフレッシュしています。

今後高森町に望む事は若い者が楽 しめ

る明るい町であって欲 しい と思っていま

す。そのために私たちも社会活動や地域

活動に参加 した り、色々な所で積極的に

協力 していきたい と思っています。

このコーナーに登場する方を募集しています。町内

在住で誠意をもって仕事をしている若い方。

自薦、他薦は問いませんので応募ください。

(高森在住ならば他町村で働いている方もどうぞ。)

(15)
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熊
本
県
衛
生
部
保
健
予
防
課

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
技
術
講
習
会

２４
時
間
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報
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11月 12日  100畳 敷の大広間で民謡や舞踊を楽 しまれる方々

熊本市を中心に県内各地はもとより、福岡、宮崎、大分などか

らも来館いただきました。「入浴後の感想は ?」の問いに「施設がい

きとどいている」「温まる」「安い」などの感想をいただきました。

好評いただいたことに慢心せずに、これからも色々なことに努

力していきたい」とスタッフは決意を新たにしていました。

ぽ 高森温泉館落威:式

11月 10日 か ら12日 まで落成 を祝い、

出演いただいた方々 (敬称略)

琴城流大正琴、若柳流藤美会、藤間流満

丸会、松若流新舞踊会、南阿蘇民謡会、

藤声会高森教室睦会、高齢者学級高森民

謡クラブ、後藤―夫 (詩吟)

ありがとうございました。

L
亀

十

一
月
十
日
、
皆
様
お
待
ち
か

ね
の

「高
森
温
泉
館
」
が
オ
ー
プ
　
０

ン
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
神
事
が

十
時
か
ら
行
わ
れ
、
十

一
時
か
ら

は
三
百
名
の
来
賓
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は

「人
に
優
し
い
福
祉
面

と
活
気
溢
れ
る
町
観
光
の
発
展
の

た
め
に
こ
の
温
泉
館
を
作
り
ま
し

た
。
町
内
外
を
問
わ
ず
、
た
く
さ

ん
の
方
の
来
館
を
お
待
ち
し
ま
す
」

と
今
村
町
長
が
あ
い
さ

つ
。

落
成
式
後
の
午
後
二
時
前
に
は
、

真
新
し
い
、
大
屋
根
造
り
和
風
建

築
の
温
泉
館
を
内
外
か
ら
見
学
す

る
人
や
、
記
念
撮
影
す
る
人
、
さ

っ
そ
く
入
浴
す
る
人
な
ど
、
館
の

周
り
は
た
く
さ
ん
の
人
で
い
っ
ば

い
に
な
り
ま
し
た
。

十

一
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の
人
館
無
料
の
四
日
間
に
合
計
で

一
万
三
千
二
十
六
人
が
来
館
。
町

内
有
志
の
民
謡
や
日
本
舞
踊
、
詩

吟
、
大
正
琴
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
出
演
も
あ
り
、
賑
わ

つ

て
い
ま
し
た
。

十
四
日
か
ら
の
通
常
営
業
日
も

一
日
平
均
約
千
人
の
お
客
様
に
来

館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
様
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
色
々
と
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

末
永
く
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年

△
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診康は午前
9時から午
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女
性
パ
ー
ト
募
集

′右″〃ズプを /〃′〃び元。
(午前10時か ら高森町林業総合センター )

大学や就職で高森を離れていても、希望者は高森の成人式に出席す
ることができます。教育委員会まで連絡してください。

■新成人該当者 昭和49年 4月 2日 から昭和50年 4月 1日

までに生まれた人

■成人該当者の名簿を各地区に回覧 します。名簿もれや名

前の間違いがあった方 も連絡 してくだ さい。

09676-2-1111 高森町教育委員会

テ
ク
ノ

・
カ
ヮ
バ
タ
で
は
女
性

パ
ー
ト
社
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
３０
歳
か
ら
４０
歳
ま

で
の
女
性
若
千
名

■
仕
事
の
内
容
　
単
純
機
械
作
業

及
び
補
助
作
業

■
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
土
日
、
祝
祭
日
は

休
み
。
作
業
服
上
着
は
貸
与
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
、
８
②
３
０
０
１

■
第

一
種
　
木
造
２
階
建
　
４
戸

家
賃
月
額
　
２
９
０
０
０
円

■
第
二
種
　
木
造
２
階
建
　
１
戸

家
賃
月
額
　
２
５
４
０
０
円

■
入
居
資
格

・
条
件

現
に
入
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族

（事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
が
あ
る
も
の

を
含
む
）
が
あ
る
者
。
高
森
町
に

住
所
ま
た
は
、
勤
務
場
所
を
有
し
、

公
租
公
課
を
完
納
し
て
い
る
者
。
（そ

の
他
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
建
築
係
ま
で
。
）

■
入
居
予
定
日

平
成
７
年
３
月
１
日

■
入
居
申
し
込
み

１２
月
２７
日
ま
で
　
入
居
希
望
者

が
多
い
場
合
は
公
開
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
役
場
建
築
係

雪
二
―

一
一
一
一
内
線

一
六
二
番

県

民

提

案

募

集

近
年
国
際
協
力
に
関
す
る
話
題

が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で

「行
政
や
民
間
な
ど
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
何
を
な
す

べ
き
か
」
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

議
会
議
員
、
市
町
村
長
以
外
な
ら

ど
な
た
で
も
応
募
下
さ
い
。
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
で
、

住
所
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

一９
８
６
２
１
７
０
　
県
庁
広
報
課

「県
民
提
案
」
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

調

理

師

の
皆

様

ヘ

飲
食
店
や
集
団
給
食
施
設
で
働

い
て
お
ら
れ
る
調
理
師
の
方
は
、

就
業
届
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
調
理
師

の
方
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
す

る
研
修
な
ど
の
事
業
が
、
円
滑
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
調
理
師
法
が

改
正
さ
れ
、
就
業
す
る
調
理
師
の

届
出
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
六
年
十
二
月
二
十

一
日
現

在
の
状
況
を
、
各
保
健
所
備
え
付

け
の
用
紙
に
書
き
込
ん
で
、
平
成

七
年

一
月
十
五
日
ま
で
に
、
管
轄

の
保
健
所
に
届
け
て
下
さ
い
。

◎
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
保
健

所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
阿
蘇
保
健
所

８
０
９
６
７

。
３
２

・
０
５
３
５

■
熊
本
県
庁
保
健
予
防
課

塞
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

内
線
３
９
１
３

一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
に
国
際
連
合
で

「世
界

人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
十
二

月
十
日
が

「人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
機
会
に

あ
ら
た
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
権
に
つ
い
て
の
問
題

を
、
自
分
自
身
の
こ
と
と
、
と
ら
え
な
が
ら
家
族
や

職
場
、
地
域
な
ど
で
、
真
剣
に
取
り
組
み
、

一
日
も

早
い
解
決
を
図
つ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼

子

ど

も

の

人

権

を

守

ろ

う

▼
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

▼
部
落
差
別
を
な
＜
そ
う

▼
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

▼
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

凩

緻

閻

鳳
卿

酸

蝙

貶
褥
献
豚

瞑

鰈

謳

鶉

讚

は
冬

■
と
　
き
　
十
二
月
十
四
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

（大
字
高
森

。
昭
和
）
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●   ●

●   ●

も
慮
す

室
配
ま

霧疇̈
捌

族
卜
の
室

琳̈
一”
妨
田

一
他
由‐
風‐

回
の
自
族

ス
こ
不
家

（抜
　
粋
）

〔平
成
３
年
〕

１
月
　
温
泉
開
発
基
本
構
想
策
定

３
月
１
日
温
泉
源
調
査
発
注

１２
月
１７
日
温
泉
井
掘
削
工
事
発
注

〔平
成
４
年
〕

増
掘
工
事
発
注
、
先
進
地
視
察
研

修
、
温
泉
館
建
設
審
議
会
な
ど
を

行
い
、
温
泉
館
建
設
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
計
画
を
策
定

〔平
成
５
年
〕

２
月
１５
日
揚
湯
試
験
成
功

（地
下

一
、
三
〇
二
肝
）

同
年
６
月
か
ら
各
種
設
計
委
託

仮
設
、
移
設
工
事
等
を
発
注

〔平
成
６
年
〕

１
月
２７
日
温
泉
館
主
体
工
事
等
が

着
工

１０
月
２０
日
温
泉
館
主
体
工
事
等
が

竣
工

Ｈ
月
１０
日
落
成
式
及
び
オ
ー
プ
ン

■
温
　
且塁
　
毎
分
二
五
〇
］
″

■
温
　
度
　
４２

・
４
度

■
泉
　
質
　
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温

泉
、
低
張
性
高
温
泉
、
無
色

透
明
、
無
味
無
臭

入
浴
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
、
「湯

冷
め
が
少
な
く
、
湯
に
入
っ
て
い

る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
湯
上
が
り

も
肌
が

『
ツ
ル
ッ
』
と
し
ま
す
ね
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

疇湾 苺。.^

意響

瞭
■■■

温
泉
館
年
末

ｏ
年
始
の
開
館
日

一十

午 十
白
午

二訓
○

三
日
か
ら
平
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

月
月

で

二
十

一
日

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

大浴場、サウす、低温湯、リラックス

バス、冷水浴、ジェットバス、バイブ

ラバス、電気風呂、日替わり薬革風呂

など多彩なメニュー

高
森
温
泉
館
料
金
表

▼
営
業
時
間
　
１０
時
～
２２
時

入
館
は
午
後
９
時
半
ま
で

▼
体

館

日
　
毎
月
第
三
水
曜
日

▼
入

館

料

町
内
　
大
人
２００
円
　
子
ど
も
‐００
円

町
外
　
大
人
４００
円
　
子
ど
も
２００
円

家
族
風
呂
　
入
館
料
十
１
時
間
５００
円

大
休
憩
室
　
無
　
料

小
休
憩
室
　
２０００
円
～

２５００
円
（２
時
間
）

泉館着
９

‐２

‐３

‐５

凋
血前

「
「
４６
２１

工父
‥
‥
‥
‥

産
９
１２
１３
１５

「
―

■
１

４
‐
つ
４

９

‐２

‐３

‐５

着
４
９
９
９
９

駅
巧
】
つ
巧
‥３

誘
９
‐２
‐４
‐５
‐８

前
５２
４７
２７
５７
３７

工父
‥
‥
‥
‥
‥

産
９
１２
１４
１５
１８

き
発

行
館

森
泉

昔
同
綱狐
9 :41
12 : 36
14:16
15 :46
18 :26

温
泉
掘
削
と
施
設
建
設
の
経
緯

温

泉

の

紹

介

12/5o15困 26編)1/25困 時間9時～15時役場の支払 日
(14)(3)

町
営
住
宅
　
旭
Ａ
団
地

入

居

者

募

集

□Ξttκ爬嗽

男性風呂入浴風景
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『
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12月 4日から10日までの1週間 ζ;ズs ti」



十
月
十
八
日
は

「
続
計
の
日
」

本
町
の
三
個
人
と

一
事
業
所
が
表
彰
さ
れ
る

日
本
に
は
色
々
な
統
計
調
査
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
良
く
ご
存

知
の
五
年
に

一
回
の
国
勢
調
査
を

（来
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
）

は
じ
め
と
し
て
、
商
業
、
工
業
、

農
林
業
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
統
計

調
査
が
あ
り
ま
す
。

十
月
十
八
日
は
統
計
の
日
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
日
を
記
念

し
て
、
本
町
か
ら
三
名
の
個
人
と

一
事
業
所
が
、
統
計
調
査
に
協
力

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
の
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

統
計
は
、
国
全
体
の
経
済
活
動

や
人
口
の
流
れ
な
ど
、
色
々
な
動

向
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

国
や
県
市
町
村
な
ど
の
政
策
や
事

業
の
決
定
に
あ
た

っ
て
の
無
理
や

ム
ダ
を
は
ぶ
く
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
よ
り
良
い
政
治
を
行
う
た
め

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
調
査
員
が
皆
さ
ん
の

お
宅
に
お
じ
や
ま
し
て
調
査
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
調

査
の
内
容
な
ど
秘
密
は
厳
重
に
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

本
田
雅
実
通
く
ん

④O◎ O⑤◎①③
草部北部保育園

安
藤
　
浩
樹
く
ん

ひろきくんがかいた、ゆうまくん .

二
子
石
裕
馬
く
ん

かいた、ひろきくんりみつ くん

」バすす
くがだいすきで

本
町
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、電
子
計
算
機

に
よ
る
事
務
処
理
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、デ
ー
タ
ー
を
電
算
会
社

に
送
り
処
理
す
る
と
い
う
方
式
で
は
、台
帳
や
色
々
な
結
果
を
利

用
で
き
る
の
が
数
週
間
後
で
、
電
算
処
理
の
特
長
で
あ
る
「即
時

性
」
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、住
民
異
動
な
ど
を
役
場
内
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
異
動
内
容
を
関
係
す
る
各
課
が
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

適
正
か
つ
迅
速
に
事
務
が
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、各
種

証
明
や
台
帳
が
す
ぐ
に
打
ち
出
さ
れ
た
り
と
、皆
さ
ん

へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
さ
れ
る
庁
舎
内

へ
の
電
算
組
織
導
入
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
来
年
四
月
の
稼
動
を
め
ざ
し
、
使

い
や
す
く
、将
来
に
わ
た
つ
て
充
分
に
役
立
た
せ
る
た
め
に
、色
々

な
見
直
し
作
業
や
シ
ス
テ
ム
作
成
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

き
＜
す

す

よ
ま

の
し
い

く
う
て

ば

ゆ
べ

ｒ
き
た

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

なもの」メロン
は、みんなでなかよ<

●   ●

●   ●

鰺鰊は、:な:鶴.
「ぼくのすきなもの」すいか
そとであそ′Sヽのが、だいすきです。

役場二階の第二会議室を改築 して機器を導入し

電算室。

高森町観光協会 インフォメーションセンター

10月 4日 、325号高森バイパスの JA給油所の交差

点四つ角に観光案内を行 うための 「インフォメーシ

ョンセンター」がオープンしました。

建設にあたっては、多方面から資材などの提供を

受けたり、また作業は協会員が協力 しあって完成。

地元材が使用してあり、内部は心地良い木の香 りが

します。

高森の良さにひかれて訪れる観光客は年々増加し、

平成 5年度は58万 人もの人が来町されました。

待望の温泉館もオープンし、この観光案内所が果

たす役割も高まっていくことでしょう。

観光のお問い合わせは809676-2-2233ま でどうぞ。

(4)

ろぎせんせいから
めっこしながら、かおをかきましたね。しっか りみてかいたけど、なんとなくじぶんの
もしろいね。

ぉ
ら
ぉ

こ

こ
　
ヽ

「ばくのすきなもの
きりがみや、こうさ
す。

講評 担任
3に んで、|

かおににてて

出
来
心
　
ホ
ー
プ
の
ま
ま
で
終
わ
ら
し
た

月
咬
咬
　
老
妻
と
腕
組
ん
で
み
る

月
咬
咬
　
古
城
に
楽
器
呼
び
寄
す
る

出
来
心
　
飾
り
た
か

っ
た
薬
指

出
来
心
　
聖
職
棒
に
ふ
つ
と
ら
す

素
敵
ね
え
　
小
兵
で
土
俵
沸
か
せ
さ
す

出
来
心
　
店
員
が
船
漕
い
ど

っ
た

独
り
言
　
昔
ア
流
行

っ
た
狐
つ
き

月
咬
咬
　
馬
鹿
な
脱
獄
し
た
も
ん
ぞ

グ
ル
メ
旅
　
ゴ
キ
ブ
リ
も
な
か
な
か
の
味

夫
々
の
筆
で
あ
ら
わ
す
秋
の
根
子

刈
り
跡
の
す
ず
め
空
よ
り
ど
ど
と
落
ち

自
川
の
水
も
細
り
て
秋
淋
し

奥
阿
蘇
の
湯
宿
の
五
岳
紅
葉
映
ゆ

草
紅
葉
揺
れ
て
の
ぞ
く
や
し
る
べ
板

吹
く
風
の
な
す
が
ま
ま
な
り
枯
落
葉

木
洩
れ
日
を
少
し
も
ら
い
て
柿
熟
れ
る

星
影
の
ワ
ル
ツ
で
別
れ
秋
の
旅

ト
ト
ｒ

　

　

　

　

　

　

　

　

「
＝

ノ

個
ν
　

　

　

七
ヽ

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

―

　

た

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

熊
川
　
豊
泉

堀
田
　
蘇
仙

浦
塚
　
南
天

渡
辺
　
雲
海

森
　
　
正
六

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
隆

本
田
　
初
雄

後
藤
　
法
龍

阿
部
タ
ツ
エ

本
田
　
訓
子

後
藤
あ
ら
し

年長組「ともだちのかお」

農林水産大臣表彰

林  淳 ― さん (森 )

親子 2代25年 にわたり
農産物生産費調査に協
力

津留勇雄 さん (津留)

15年 にわたり農産物生
産費調査に協力

農林水産大臣表彰

山村酒造合名会社
25年 にわたり工業統計
調査に協力

通商産業大臣表彰
通商産業大臣官房調査
統計部長表彰

佐藤重勝 さ
17年にわたり
調査に協力

ん (昭和)

工業統計

(13)

雪
質紺
掘
糟
Ｔ
金ぴ
猫
星
来
年
４
月
稼
動
に
向
け
て準
備
進
む
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大ムカデの大行進 ドスドスドスドス ・

の 玉

大 会 結 果

対 江 南 3-0
対 甲 {左  3-0
対 佐伊津 3-0
対 東 町 3-2
対 教良木 4-3
対 七 城 4-1

決 勝 戦

対  錦  4-3
各地区の力を結集

熊
本
県

中
学
生
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
の
部

十
月
二
十
三
日

高
森
東
中
の
安
藤
貴
光
君

渡
辺
真
也
君
が
県
大
会
で
優
勝

11月 13日 の日曜日 山村広場で町民体育祭が開催されました。町内各区とも駐在員さんを中心に対抗 リ

レーや綱引き、ムカデ競走など14種 目の競技に大奮闘。参加 した2000人の人たちはゆく秋との別れを惜 し

みながらも、ユーモラスな競技風景や真剣な競技表情に大きな拍手と歓声をあげ、和気あいあいのムー ド

で体育祭を楽しみました。閉会後は、す ぐそばの「高森温泉館」の湯につかって、一日の汗を流しました。

十
月
二
十
三
日
宇
土
市
営

コ
ー

ト
で
開
催
さ
れ
た
、
県
中
学
生
新

人
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
で
、
東
中

学
校
二
年
の
安
藤
貴
光
君
（河
原
）

と
渡
辺
真
也
君

（矢
津
田
）
の
組

が
優
勝
し
ま
し
た
。

県
下
各
地
か
ら
、
二
年
男
子
九

十
六
組
と
い
う
た
く
さ
ん
の
組
が

出
場
し
た
中
で
の
快
挙
で
あ
り
、

本
人
は
も
ち
ろ
ん
応
援
に
駆
け

つ

け
た
保
護
者
や
同
校
部
員
、
先
生

達
も
大
喜
び
。

「時
間
的
に
は
充
分
練
習
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
『平
常
心
』
に
心

が
け
て
頑
張
り
ま
し
た
。
」
と
二
人

は
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
今

後
は
県
の
強
化
合
宿
に
入
っ
て
、

九
州
ジ

ュ
ニ
ア
選
抜
イ
ン

・
ド
ア

大
会
や
全
日
本
中
学
生
大
会
出
場

の
た
め
の
練
習
な
ど
で
、
忙
し
い

日
々
を
お
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

*q&*p

●  ●

●  ●

、弄惨頴

“

ん)」

大正琴は4弦からなる弦楽器であるが、鍵盤キー

で音を変える。近年は内蔵マイクを外部アンプに

接続 して大きな音で演奏できるものも出てきた。

*$2,j.' 本町には革部と高森地区に合わせて20名の大正琴愛好家がおられます。発足は昭和62年 8月 で今年が

7年目。「趣味を持つことは良いことと目って始めました。音は簡単に出ますが、音の強弱や曲想 (楽器

の歌い力)と指使いが難しいですね。でも山下幸代先生の指導で頑張っています。」と、世話役の山村チ

マさんや村下エミさん、中村ハツ子さんたちは話されていました。

今年は先の町民音楽祭への初参加や高森温泉館の落成式と戦没者追悼式など |こ もボランテイアで出演

されたり、金県下の大正琴の愛好家含同の発表会にも毎年出 )寅 したりと大忙 しですが、同じ趣味を持つ

仲間として、和気あいあいで楽しく練習や活動をされています。

(12)

も大

N:鰺麟

スル

『かぁちゃん』 本
町
に
は
、
高
森
、
色
見
、
上

色
見
、
草
北
、
草
南
、
野
尻
の
各

地
区
に
、
交
通
安
全
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
交
通
安

全
協
会
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
で
忙
し
い
時
に
も
、
交
通

安
全
期
間
中
や
児
童
、
生
徒
の
登

校
時
に
街
角
に
立

っ
て
交
通
指
導

の
奉
仕
活
動
を
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
や
通
行

め

妨
げ
に
な
る
道
草
の
除
草
作
業

な
ど
、
毎
年
積
極
的
に
活
動
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
交
通
安
全
は
み
ん

な
の
願
い
で
す
。
事
故
に
あ
わ
な

い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

気
を

つ
け
ま
し
よ
う
。

各

習

最

日

興

輛

会

交
通
安
全
を
願
っ
て
カ
ー
プ
ミ

ラ
ー
磨
き
や
除
草
作
業
を
行
う

(5)
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し
て
い

発

こ
の
広
報
で
は
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
と
育

成
を
願

つ
て
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
と
き
か
ら
子
ど
も
に
愛
情
を
注
げ
ば
、
子
ど
も
の
心
も
分
か

り
ま
す
し
、
適
正
、
的
確
な

「し
つ
け
」
が
で
き
る
こ
と
に
も
な
り
、

子
ど
も
の
主
体
性
や
責
任
感
、

道
徳
感
が
助
長
さ
れ
、
自
ら
考
え
、
判

断
で
き
る
心
が
育
ま
れ
、
心
身
と
も
に
健
全
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

十

一
月
十
九
日

（土
）
の
午
後
か
ら
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
町
主

催
の
家
庭
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
要
旨
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

今
回
も
子
ど
も
の

心
に
焦
点
を
合
わ
せ

た
講
演
内
容
で
、
「小

さ
い
頃
に
子
ど
も
に

対
し
て
、
愛
情
を
注

ぐ
こ
と
が
い
か
に
大

切
か
」
を
科
学
的
分

析
結
果
や
様
々
な
事

例
を
基
に
、
講
師
の

慈
愛
園
子
ど
も
ホ
ー

ム
園
長
の
潮
谷
愛

一

先
生
は
熱
心
に
話
さ

れ
、
出
席
し
た
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
方

は
真
剣
に
聞
き
入

っ

て
い
ま
し
た
。

ダ
“影
復
髪
″
多
彩
ロ

11月 20日 現在で、県内の交通事故による死亡者数は144名 (前

年比17名 増)と なっています。高森署管内では死亡者 3名 、負

傷者163名 です。高森町内では負傷者27名 だけで、死亡者はあり

ませんが、運転の際は運転者はもちろん、助手席や後部座席の人

もシー トベル トを正 しく着用 して、交通安全を心がけましょう。

を
出
さ

人
間
誰
し
も
、
生
ま
れ
て
最
初

か
ら

「悪
い
人
」
は
い
ま
せ
ん
。

で
は
、
な
ぜ
犯
罪
を
犯
し
た
り
、

人
の
事
を
考
え
な
い
、
自
己
中
心

的
な
人
間
が
で
き
る
の
で
し
よ
う

か
？
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
生
ま
れ

て
二
歳
ま
で
に
親

（特
に
母
親
）

が
充
分
に
愛
情
を
注
い
だ
か
ど
う

か
で
決
ま
る
と
言
え
ま
す
。

一
時
期
は
公
に

「子
ど
も
を
抱

い
た
り
、添
い
寝
を
す
る
と
子
ど
も

の
依
存
心
が
高
ま
る
の
で
良
く
な

い
」
と
い
う
育
児
法
を
推
奨
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
絶
対
に
間

違
い
で
す
。
添
い
寝
し
な
が
ら
の

ち
，，一一一一一一．，
【
沐
一一ｍ
壼
謀

今
年
の
火
災
発
生
状
況

一
月
二
日
、
上
色
見
で
住
宅
火
災
が
発
生
し
、

二
名
の
方
が
焼
死
さ
れ
た
の
を
始
め
と
し
て
、

近
頃
で
は
十

一
月
六
日
、
永
野
原
で
山
林
火
災

が
発
生
、
十

一
月
十
日
に
も
上
在
で
バ
イ
ク
が

炎
上
し
て
、
そ
ば
の
杉
が
燃
え
る
な
ど
十
件
の

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

十

一
月
九
日
は

一
一
九
番
の
日
と
し

て
、
特
に
火
災
予
防
の
心
が
け
を
し
て
　
“

も
ら
お
う
と
、
日
本
全
国
で
防
火
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
も

午
前
十
時
か
ら
高
森
幼
稚
園
幼
年
消
防

隊
や
旧
高
森
町
内
の
消
防
団
と
阿
蘇
広

域
消
防
本
部
南
部
分
署
が
参
加
し
て
防

火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
高
森
幼

稚
園
児
た
ち
は
町
内
各
地
を
回
り
、
大

き
な
声
で
防
火
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
益
々
寒
く
な
り
、
火
を
使

う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
「火
の
用
心
」

に
ぃ
が
け
ま
し
よ
う
。

そ
し
て
、
自
分
は
親
や
家
族
か
ら

愛
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
子
ど
も
の
心
は
豊
か
に

な
り
、
安
心
感
か
ら
友
達
な
ど
と

良
く
遊
び
、
人
の
心
の
痛
み
が
わ

か
る

「仲
間
愛
」
が
育
ま
れ
、
最

終
的
に
は
年
相
応
に
異
性
を
愛
し

よ
う
と
す
る

「異
性
愛
」
が
芽
生

え
る
と
い
う
の
が
、
正
常
な
愛
情

の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

近
年
日
本
で
も
、
子
ど
も
の
虐

待
や
子
ど
も
ら
の
イ
ジ
メ
な
ど
を

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
小
さ

い
と
き
の
親
の
愛
情
不
足
が
起
因

し
て
、
心
や
愛
情
の
パ
タ
ー
ン
に

ゆ
が
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
の
育
児
は
こ
れ
で
良
い
の
か
？

今
の
育
児
は
正
し
い
の
か
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
愛
情
を
注

い
で
い
ま
す
か
？
子
ど
も
は
親
の

愛
情
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

子
ど
も
が
心
か
ら
安
心
で
き
る
よ

り
ど
こ
ろ
は
家
庭
や
親
し
か
な
い

の
で
す
。　
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
ス

キ
ン
シ
ツ
プ
は
と

つ
て
も
大
切
で

す
。
「あ
の
時
も

っ
と
可
愛
が
り
、

か
ま

っ
て
や

っ
て
い
れ
ば
…
」
と

後
悔
し
な
い
よ
う
に
、
あ
な
た
の

家
の
育
児
法
を
も
う

一
度
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
　
　
　
　
　
　
　
・１
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11月 9日  防火の日を記念 して勇壮に防火パレー ド

慈愛園子どもホーム

園長 潮谷 愛一先生

●  ●

●  ●

子
ど
も
の
心
を
育
て
る

子
ど
も
の
人
見
知
り
は
良
い
こ

と
で
す

授
乳
は
、
母
と
子
の
ス
キ
ン
シ
ツ

プ
に
な
る
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
ダ

ツ
コ
や
オ
ン
ブ
も
ど
ん

ど
ん
し
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

「う
ち
の
子
は
人
見
知
り
し
て

困
り
ま
す
」
と
い
う
お
母
さ
ん
た

ち
の
話
を
良
く
聞
き
ま
す
が
、
人

見
知
り
を
す
る
と
い
う
の
は
良
い

こ
と
で
す
。
親
と
他
の
人
の
区
別

が
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
親
の
愛
情
を
し

っ
か
り
認

識
し
て
い
る
。

つ
ま
り
親
は
子
ど

も
に
愛
情
を
注
い
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
人
見
知
り
を
し
な
い

子
は
、
誰
に
も
愛
想
が
良
く
て
良

い
子
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
は
人

の
話
を
聞
こ
う
と
し
な
い
、
落
ち

つ
き
が
な
い
な
ど
の
情
緒
不
安
定

な
子
ど
も
に
な
り
、
将
来
何
ら
か

の
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
る
と
言
え
ま
す
。

子
ど
も
を
産
み
、
わ
が
子
を
抱

い
た
と
き
か
ら
の

一母
性
愛
」

そ
の
母
性
愛
を
子
ど
も
が
し

つ

か
り
と
感
じ
た
時
か
ら
の
親

へ
の

「子
の
愛
情
」
が
芽
生
え
ま
す
。

率
ｖど
も
か
あ
の

‐す

に

あ

ｔ

ヾ

多
（♯水
の
た
め
に

家庭教育

子
ど
も
が
か
わ
い
い
で
す
か
？
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●ヽし

`

鯰

聰 蠍″ ィ
奉燿
露
ｉ

Ｉ

Ｊ

ロ

，

１

・　
′
●
“

Ｉ

最
初
か
ら
悪
い
子
は
い
な
い
。

二
歳
ま
で
は
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
で

子
ど
も
を
可
愛
が
り
ま
し
よ
う

___静
4:'

ぬ

| 
お

愛
情
の
パ
タ
ー
ン
に
ゆ
が
み
が

出
て
き
た

ド
コ



大
字
高
森

・
森

後
藤
　
勝
子

（先
月
号
キ
ャ
ロ
ル

・
デ
リ
ィ
ー

さ
ん
の
紹
介
記
事
の
続
き
）

Ｃ
Ｐ
Ｃ
と
よ
ば
れ
る
地
域
活
性

化
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
、
彼
女
の

仕
事
の
中
で
も

一
番
重
要
な
も
の

で
し
た
。
こ
こ
数
年
、
カ
リ
ス
ペ

ル
市
は
人
口
増
加
に
よ
る
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
企
業
誘

致
と
環
境
保
護
の
問
題
で
は
、
メ

ン
バ
ー
の
意
見
調
整
に
苦
労
し
て

い
ま
し
た
。
特
に
人
の
意
見
を
聞

こ
う
と
せ
ず
に
、
自
分
の
意
見
ば

か
り
を
主
張
す
る
数
人
の
メ
ン
バ
ー

に
も
辛
抱
強
く
接
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
考
え

は
皆
同
じ
な
の
で
し
ょ
う
が
、
わ

が
ま
ま
、
私
利
私
欲
、
感
情
的
意

見
に
は
じ
る
と
や
や
こ
し
い
こ
と

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、

あ
る
日
さ
す
が
の
キ
ャ
ロ
ル
も
彼

ら
の
傍
若
無
人
ぶ
り
に
、
と
う
と

う
、
堪
忍
袋
の
緒
を

切
ら
し
、
仕
事
を
辞

め
る
と
言
い
出
し
た

の
で
す
。
「他
人
の
考

え
は
あ
き
れ
る
ほ
ど
批
判
す
る
の

に
、
自
分
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
は

持

っ
て
い
な
い
の
よ
」
と
い
う
の

が
彼
女
の
言
い
分
で
し
た
。
他
の

メ
ン
バ
ー
の
と
り
な
し
で
、
何
と

か
彼
女
の
気
分
も
お
さ
ま
り
ま
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
人
と

つ
な
が

っ
て
生
き
て
い
く
以
上
、

人
間
関
係
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
は
ど

こ
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。

今
回
仕
事
の
話
に
か
た
よ

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
実
際
彼
女
は

本
当
に
忙
し
い
人
で
、
私
生
活
で

の
つ
き
あ
い
も
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
も

っ
と
い
ろ
ん
な

話
が
聞
け
た
ら
と
思
う
と
残
念
で

す
。

十
月
四
日
火
曜
日
午
後
三
時
、

私
は
カ
リ
ス
ペ
ル
市
に
あ
る
フ
ラ
ッ

ド

ヘ
ッ
ド
高
校

（公
立

・
教
職
員

百
七
名

。
生
徒
数
千
六
百
名
）
の

正
門
前
に
立

つ
て
い
た
。
丁
度
下

校
の
時
間
ら
し
く
、
見
上
げ
る
よ

う
な
生
徒
達
が
ゾ

ロ
ゾ

ロ

（
こ
の

表
現
は
ま
さ
に
そ
の
も
の
で
あ
る
）

と
出
て
く
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
が
、

そ
の
生
徒
達
の
数
の
多
さ
と
大
き

さ
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
人
の
波

を
か
き
分
け
な
が
ら
、
校
舎
の
中

へ
と
進
ん
で
行

っ
た
。

今
回
の
高
校
訪
間
は
、
校
長
と

八
月
に
高
森
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

た
生
徒
達
と
の
懇
談
が
目
的
で
あ

っ

た
。
ま
ず
、
校
長
先
生
と
面
談
し
、

「外
国
を
訪
れ
る
こ
と
は
生
徒
達

の
将
来
の
た
め
に
も
良
い
こ
と
で

す
。
特
に
日
本
は
伝
統
や
文
化
を

継
承
し
て
い
る
先
進
国
で
す
。
今

後
も
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
こ
の
企

画
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た

日
本
語
の
課
外
授
業
が
、
今
年
は

担
当
教
員
不
在
の
た
め
に
中
止
と

な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の

言
葉
や
素
晴
ら
し
い
文
化
を
教
え

ら
れ
ず
残
念
と
の
話
も
あ

っ
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
来
た
生
徒
達

は

一
様
に
、
「高
森
の
人
々
は
皆
親

切
で
微
笑
み
か
け
て
く
れ
た
。
ど

ん
な
こ
と
で
も
聞
け
ば
色
々
と
詳

し
く
教
え
て
く
れ
る
先
生
で
あ

っ

た
。
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
と
料
理

の
豊
富
さ
に
驚
い
た
。
ま
た
絶
対

行
き
た
い
」
と
高
森
で
の
生
活
を

満
喫
し
た
様
子
で
あ

っ
た
。

こ
こ
カ
リ
ス
ペ
ル
に
は
日
本
の

情
報
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
日
本
を

認
識
し
た
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生

徒
が
考
え
る

「日
本
」
は
極
端
に

違
う
の
で
、　
こ
の
差
を
如
何
に
縮

め
る
か
が
、
今
後
の
課
題
の

一
つ

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
生
徒
達
が
日

本
で
体
験
し
、
感
じ
た
の
と
同
じ

立
場
で
い
る
の
が
現
在
の
私
で
あ

り
、
異
国
か
ら
の
訪
問
者
に
親
身

に
接
し
て
く
れ
る
の
は
ど
こ
の
国

も

一
緒
な
の
だ
と
感
じ
た
。

帰
り
の
際
に
、
正
門
に
止
ま

つ

て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
中
か
ら

生
徒
達
が
手
を
振

っ
て
く
れ
た
の

が
、
と
て
も
嬉
し
く
思
え
た
。

高森町

11月 6日 から11月 13日  町内外から800人が絵画を堪能 国

際

交

流

真
の
交
流
と
理
解
は
実
際
の

体
験
と
心
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

ィ
顆
賞．

本
町
で
は
、
「文
化
の
薫
り
高
い

町
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町

の
振
興
を
図

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
恒
例
の
高
森
町
大
阿
蘇

絵
画
展
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
絵
画
展
は
今
年
で
４
回

目
を
数
え
、
市
町
村
の
主
催
と
し

て
は
県
内
唯

一
の
絵
画
展
で
す
。

年
々
、
質
、
量
共
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
お
り
、
今
年
も
力
作
二
百

三
十
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
委
員
の
三
浦
洋

一
先
生
（県

文
化
協
会
会
長

・
独
立
美
術
協
会

会
員
）
、
中
根
宏
先
生

（県
美
術
家

連
盟
副
会
長
）
、
坂
田
燦
先
生

（県

立
美
術
館
副
館
長
）
に
よ
る
厳
正
、

公
平
な
審
査
の
結
果
、
特
賞
二
点
、

入
賞
十
点
、
招
待
四
点
、
入
選
六

十
七
点
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

十

一
月
六
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の

一
週
間
、
特
賞
、
入
賞
、
招
待
、

入
選
作
が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に

展
示
さ
れ
、
町
内
は
も
と
よ
り
、

町
外
な
ど
か
ら
、
八
百
四
名
の
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
各
作
品
の

素
晴
ら
し
さ
に
見
入

っ
て
い
ま
し

た
。表

彰
式
は
十

一
月
十
三
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（特
選
、
入
選
、
招
待
作
品
）

特

　

選

審

査

結

果

■
特
　
選

「阿
蘇
の
詩
」
　

　

山
内
　
義
則

「〓
ｏ
多
の
【
Ｚ
”
ご
お
」
吉
本
　
和
代

■
入
　
賞

「腺
　
雨
」
　
　
　

官
中
　
千
秋

「南
阿
蘇
」
　
　

　

上
村
　
博
孝

「神
楽
舞
Ｂ
」
　

　

高
岡
　
紀
代

「阿
蘇
の
印
象
」
　

酒
井
　
寿
夫

「阿
蘇

（初
秋
）
」

工
藤
　
友
治

「阿
蘇
の
牛
た
ち
」
諏
訪
崎
國
助

「ハナ
シ
ノ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
」内
田
　
　
天

「山
の
語
り
部
達
」
川
上
　
和
美

「果
　
Ⅱ
」
　

　

自
石
憲

一
郎

「早
春
の
高
原
」

宮
本
　
　
強

■
招
　
待

「千
草
Ⅱ
」
　

　

士
野
　
精
二

「風
鎮
祭
の
タ
ベ
」
松
浦
　
桂
子

「雨
　
間
」
　

　

岩
下
　
昭
生

「夕
映
え
」
　
　
　

有
働
　
則
治

一
●

　

一

Ｑ
　
選
挙
権
が
あ
れ
ば

誰
で
も
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　
選
挙
権
を
有
し
て

も
、
実
際
投
票
で
き
な

い
人
も
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
投
票

す
る
た
め
に
は
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
、
選
挙
人
名
簿

が
必
要
か
と
言
い
ま
す

と
、
投
票
し
よ
う
と
す

る
人
が
、
選
挙
権
を
も

っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、

選
挙
の
当
日
に

一
人
ひ

と
り
審
査
す
る
の
は
、

手
間
と
時
間
が
か
か
り
、

選
挙
人
み
な
さ
ん
に
と

つ
て
も
迷
惑
で
す
。

選
挙
人
が
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
本
人
か

ど
う
か
を
調
べ
る
だ
け

で
、
投
票
事
務
が
円
滑

に
進
み
ま
す
し
、
投
票

済
み
を
記
入
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
二
重
投
票
や

身
代
わ
り
投
票
な
ど
の

不
正
行
為
の
防
止
に
も

な
る
わ
け
で
す
。

タナ在住中、いろいろな人と
しました

★高森でのホームステイの感想

たいへん親切で、寛大に迎えてくれたことに感謝

している。 この文化事業は素晴 らしいことである。

★あなたが日本で学び、体験したことは?
日本の人は寛容で賢明、親切、冷静な人々という

ことがわかった。日本の習慣や文化も大好きである。

★高森の良いところは?
景色、優 しい人々何もか もが大好きです。

★困つたことは?
熊本市から少し遠いこと。食事面で少 し困ったこ

とがある。

★心に残 つた場所は?
アスペ クタ、阿蘇山は素晴 らしい。

★アメリカに帰つて一番伝えたい日本の感想は ?
親切で、素晴らしい人々が住む文化の国 日本。

ン

法
机

モ
交

●  ●

●  ●

ゝ「Mother Nature」 吉本和代氏 (益城町 )「阿蘇の詩」山内義則氏 (熊本市 )

目
■
国
π
ψ
自
圏

フ
ラ
ッ
ド
ヘ
ッ
ド
高
校
訪
問
記

馬
原
　
恵
介

シリーズ 2熊本県選挙管理委員会広報 ちょつとためになる

EEI
ロトマ

モ
ン
タ
す
便
り
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くさん

十

一
月
二
日
と
三
日
の
二
日
間
、
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、
第
二
十
六
回
高
森
町
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
森
は
文
化
活
動
も
盛
ん
な
町
で
、
現
在

二
十
五
団
体
三
百
名
の
会
員
が
日
々
の
文
化

活
動
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
集
大
成
が
こ
の
文
化
祭

で
あ
り
、
書
道
、
絵
画
、
写
真
、
生
花
な
ど

の
展
示
と
、
茶
道
や
今
注
目
の
パ
ソ
コ
ン
通

信
の
実
演
な
ど
も
あ
り
、
二
日
間
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

瓢
糸
耀
ぽ
　
而
賜
興
の
野
瀞
旧
　
矛
れ
わ
ビ
プ
ン
サ
ー
ト

町
民
自
ら
の
手
で
、
企
画
し
、

実
行
し
よ
う
と
続
け
ら
れ
て
き
た

町
民
音
楽
祭
は
、
今
年
で
十
七
回

目
を
数
え
、
今
年
は
十

一
月
二
日

（文
化
の
日
）
の
午
後
二
時
か
ら

開
催
さ
れ
、
六
百
人
の
入
場
が
あ

り
ま
し
た
ｃ

今
年
の
参
加
団
体
は
十
四
団
体

二
個
人
で
総
出
演
者
数
は
四
百
人
。

幼
稚
園
、
保
育
園
か
ら
小
中
学
生
、

高
校
生
、
社
会
人
と
幅
広
く
、
ま

た
音
楽
ジ
ヤ
ン
ル
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ロ
ッ
ク
、
ポ

ッ
プ
ス
、
ジ
ヤ
ズ
、

和
楽
、
ラ
テ
ン
な
ど
と
大
変
幅
広

い
演
奏
構
成
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
心
機

一
転
、
「互
い
に

演
奏
技
術
を
向
上
さ
せ
、
感
動
を

与
え
る
舞
台
構
成
を
」
を
合
い
言

葉
に
、
観
客
を
引
き

つ
け
、
観
客

に
聞
か
せ
る
音
楽
祭
に
し
よ
う
と

各
出
演
者
は
練
習
に
励
み
、
演
奏

中
の
会
場
出
入
り
禁
上
方
式
を
取

り
入
れ
た
り
、
音
響
や
照
明
に
も

工
夫
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
、
町
内
の
各
学

校
の
音
楽
担
当
の
先
生
方
の
指
導

や
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
各
団
体

の
協
力
と
努
力
に
よ

っ
て
、，
静
か

に
聞
い
て
も
ら
う
音
楽
祭
に
な
る

よ
う
に

「高
森
の
音
楽
文
化
の
向

上
を
図

っ
て
い
こ
う
」
と
の
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

盆栽展から

●  ●

●  ●

県吹奏楽コンクールで今年も金賞を受賞 した高森中吹奏楽部
音楽祭では同校ダンサーズが友情出演

今年初参加のウィング (草部バン ド)

中学校展 マガジンラックなどの木工作品

書道展から 絵画展から

々(さ んの人が訪れ任々

色見小学校のみなさん

生花展から

高森高校展から

(8)

出
展

・
出
演

・
参
加
団
体
紹
介

□
肥
後
狂
句
　
□
俳
句
　
□
書
道

□
写
真
　
□
生
花
　
□
押
し
花
絵

□
盆
栽
　
□
茶
道
　
□
手
芸

□
絵
画
　
□
版
画
　
□
学
校

（町

内
全
小
学
校
、
全
中
学
校
、
高
森

高
校
）
□
社
会
福
祉
法
人
高
森
寮

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑

□
舞
踊

（満
丸
、
松
若
、
若
柳

会
）
ロ
パ
ソ
コ
ン
通
信
　
□
郷
土

料
理

音
響
係
操
作
風
景

こ
の
他
受
付
や
企
画

・
進
行
、
後
片
付
け

ま
で
出
演
者
全
員
で
協
力
し
あ
い
ま
し
た
。

出
演
団
体

・
個
人
紹
介

□
高
森
保
育
園
親
子

コ
ー
ラ
ス

□
高
森
幼
稚
園
器
楽
合
奏
　
□
上

色
見
小
器
楽
合
奏
　
□
色
見
小
器

楽
合
奏
　
□
高
森
小
音
楽
部
器
楽

合
奏

・
同
校
六
年
生

コ
ー
ラ
ス

□
民
謡
睦
会
　
□
琴
城
流
大
正
琴

ロ
フ
ァ
ー

マ
ー

・
フ
オ
ー

エ
バ
ー

（上
色
見
）
ロ
ウ
イ
ン
グ

（草
部
）

ロ

ロ
ア
リ
ン
グ

・
サ
ウ
ン
ズ

（野

尻
）
ロ
ヤ
ン
グ

・
ノ
ー
ブ
ル
ス

・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（高
森
）
□
Ｈ
Ａ

Ｖ
Ｅ

（高
校
生
バ
ン
ド
）
ロ
ピ
ア

ノ
独
奏
（古
庄
優
紀

・
荒
牧
辰
徳
）

(9)

自
滉
濠
霊
穂
り
憎
書

感
懲
醤
漁
谷
ブ
凝
桑
扁
そ

ル NS

‰
摯
な
″”

，

...-:: - ,

｀
▲

~__..‐
|

|1燿 鯉饉||

〓
誰
好
％
僣́
場


